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「準備はいいですか？」  あとは・・・。 

この夏は来年の4月からの自分の居場所を見つけるための大事な時間でした。就職・進学と進む道はそれ

ぞれですが、今どんな気持ちで2学期を迎えているのでしょうか？ 

三者面談では今後の進路についての話を聞き、就職志望者は応募前職場見学を行い、履歴書も仕上げま

した。進学希望者は、オープンキャンパスに参加して入試の方法も確認しました。下準備は整いました。 

さて、振り返ってみると、これまでにたくさんの壁にぶつかったり、悩んだりしたことがあったのではない

でしょうか。「もう無理かもしれない」「自分には向いていない」と、途中で諦めそうになった瞬間もあったか

もしれません。まだ結果が出ていないことや、やり残していると感じることがあると、「本当にこれで良かっ

たのだろうか」と不安になるものです。周りの人と自分を比べて焦ってしまったり、自分の弱さに負けそうに

なったりすることもあるでしょう。 

しかし、まだ何も決まってはいません。大切なのは、これからどう動くかです。 

過去の後悔に引っ張られたり、「どうせできない」と言い訳を探して立ち止まったりしていては、何も変わり

ません。目の前にある課題から逃げずに、まずは小さな一歩を踏み出してみること。その強い意志と行動こ

そが、皆さんの未来を大きく切り拓いていきます。 

江戸時代の 米沢藩主 上杉鷹山は、このような言葉を残しました。 

「為せばなる、為さねばならぬ何事も、 

為らぬは人の為さぬなりけり」 

どんなに難しいことでも、強い意志を持って行動を起こせば必ず成し遂げられます。逆に、どれほど可能

性があっても、行動しなければ何一つ実現することはありません。結果が出ないのだとすれば、それは能力

が足りないからではなく、途中で挑戦をやめてしまったから、つまり「行動を起こさなかったから」に他なら

ないという意味です。 

目標に向かって、まずは「行動すること」から始めてみてください。皆さんのこれからの挑戦を、心から応

援しています。 

 保護者の皆様へ 

日頃より本校の教育活動にご理解とご協力をいただき、誠にありがとうございます。お子様の進路決定

という人生の大きな節目を迎え、見守る保護者の皆様のご心労も尽きないこととお察しいたします。これか

らの人生で大切なのは、周囲が用意した道を進むことではなく、自らの意志で一歩を踏み出し行動を起こす

ことだと思います。 「行動すれば必ず道は開ける」と子ども自身が信じられるよう、本人が本気で挑戦しよ

うとする姿を見守り、「あなたなら大丈夫」と温かく背中を押して頂ければ幸いです。 

また、不安な点やご相談がございましたら、遠慮なく学校までご連絡ください。 
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